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「私の受験体験記」 

                                        校 長  監物
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 幸彦
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２０２３年が幕を開けました。保護者及び地域の皆様におかれましては、健やかな新年をお迎えのことと存じます。子ど

もたちの成長に向けて、教職員一同、引き続き努力してまいります。本年もよろしくお願いいたします。 

３年生は、いよいよ受験シーズンの到来です。今回は、私の受験体験記を綴りたいと思います。 

私が中学生の頃はというと、偏差値全盛の頃で、北辰テストを学校の授業中に行い、その結果も担任の先生から返され、

偏差値を基に進路指導をされていた時代でした。自慢ではありませんが、小・中学生の頃は、わりと勉強ができるほうでし

た。学年順位も上位でした。しかし、自分が受けたいと思っていた高校には担任の先生に受けさせてもらえませんでした。

その頃は、受験校枠みたいなものがあって、それぞれの中学校から特定の高校に受験することができる人数が決まっていた

からです。結局私は、第2志望の学校を受験して通うことになりました。今みたいに、体験入学や学校説明会などはほとん

ど行われていない時代なので、受験校を決定するための材料は非常に少なかったと記憶しています。この点では、今の中学

生がうらやましいです。「学校説明会」「体験入学」「受験情報誌」「高校のホームページ」など、選択するための情報がたく

さんあるからです。今、私が中学生だったら、自分の夢の実現のために、様々な情報から最適な高校を選び、バラ色の人生

を送っていたことでしょう？。 

ところで、『小・中学生の頃は、わりと勉強ができるほうだった。』私も、高校生になると、なんと成績は４００人中３８

０番ぐらいになりました。ご承知の通り、高校には同じくらいの成績の人が集まって来ます。その中での競争になるので、

少し背伸びをして受験していた私は、まわりからどんどん置いて行かれてしまったのです。中学生の時は、「なんで、先生

はあんな簡単なことを何度も繰り返して言っているのだろう。」とバカにしていましたが、高校の授業では、先生が何を言

っているのか全く理解できない授業がたくさんありました。大学受験のとき、自分の成績で行きたい大学は見つかりません

でした。そこで、初めて自分の将来について真剣に考え始めました。その結果、導き出したのが、音楽の道です。小さい頃

から音楽は大好きでした。そして、音楽家を志すことになったのですが、そこから、私の転落人生は始まりました・・・。 

自分の将来について真剣に考えた結果、音楽の道を志すことにしたのは、高校２年生の時でした。当然、親や周りからは

猛反対をされました。しかし、私は自分の決断を貫き通しました。自分の興味関心や適性・性格を十分に考え、自分の１７

年間を総括して夢を追い求めることにしたのです。理想的な進路選択ではないでしょうか・・。まずは、第一歩として、有

名な音楽家の門をたたき弟子入りを志願しました。そして、その音楽家が教授を務める音楽大学へと進学することになりま

した。自分には才能があると信じて疑いませんでした。一日最低８時間は楽器の練習をするなど努力も怠りませんでした。

しかし、現実は厳しかったのです・・・。世の中には自分より才能がある人が巨万といることを入学して初めて思い知った

のです。遅いと言われればそれまでですが、自分の好きな道へ進めるということに、勝手にエキサイトしてしまっていて、

冷静な判断力を失っていたのです。挫折しても音楽をやめようとは思いませんでしたが、音楽で飯を食うことはできないこ

とを痛感し、次の人生設計を考えることになりました。 

さて、話を中学生時代に戻します。私の中学生時代の恩師のＡ先生は音楽担当で２年生の時の担任でもありました。今か

ら思えば、Ａ先生が音楽の授業の時に、私のリコーダーの演奏を非常に誉めてくれたのが、音楽の道を進む原動力となって

いたような気がします。このＡ先生は現在８０歳を過ぎていますが、今でも１年に１回はお会いして、酒を酌み交わしなが

らご指導いただいています。その席で良く話題になることに、「夢を取るか？現実を取るか？」というがことあります。Ａ

先生いわく、『人生の重大事について悩む（よく考える）ことはいいことである。よく考えた上で、「どちらを選んでも幸せ

になれる」と考え、自分の意思で決断すれば良いのだ。良くないのは、決断したあとに、自分の選択を後悔したり、現状を

嘆いたりして、今を愉しめない（幸せに暮らそうと努力しない）ことなのだ。』 

夢をあきらめた私が、コンプレックスを抱いていることを見抜いての励ましの言葉だと思いますが、いまだにこの先生に

は頭が上がりません。 

まとまらない話を長々と書いてしまいましたが、夢や希望は、人間としてたくましく生きていくための原動力となります。

そして，それらを達成しようとする強い意志と着実な努力の積み重ねがあるからこそ、たとえ、その結果が実らなかったと

しても生き甲斐のある豊かな人生が送れるのだと思います。３年生皆さんの健闘を祈ります。 

（昨年度PTAだよりに書いたものを、加筆修正しました。） 
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